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裁決事例目次 

 

狭い水道等の航法が適用された事例 

① 港内の航路筋において，その右側端に寄らずに衝突 

② 港内の航路筋において，中央部を航行中に衝突 

追越し船の航法が適用された事例 

③ 追越し船が一方向のみに気をとられ相手貨物船に気付かず衝突 

行会い船の航法が適用された事例 

④ 無資格者が夜間，第三船に気をとられ行会いの態勢で衝突 

横切り船の航法が適用された事例 

⑤ 探照灯を照射しただけで相手船の避航を期待して衝突 

⑥ 避航船が相手漁船の避航を期待して見守るまま衝突 

⑦ 仲間の船（第三船）に気をとられ，見張り不十分で衝突 

⑧ 甲板長が当直中の避航船が，第三船に気をとられ直前まで相手船に気付かず衝突 

⑨ 当直者が眠気を催した際，居眠り防止措置を講じず居眠りに陥って衝突 

各種船舶間の航法が適用された事例 

⑩ 甲板上の作業に気をとられ，漁ろうに従事中の漁船に衝突 

視界制限状態における船舶の航法が適用された事例 

⑪ 視界制限時，両船ともに運航が適切に行われず衝突 

⑫ 視界制限時，初認時の映像判断からの“思い込み”のまま衝突 

⑬ 視界制限時，無資格の当直者が船長に報告せず運航が適切に行われず衝突 

⑭ 視界制限時，船長が在橋していたが操船指揮をとらずに衝突 

船員の常務が適用された事例 

⑮ 無資格の甲板員が船橋当直中，錨泊漁船に対する動静監視不十分で衝突 

⑯ 船首死角に入った漂泊中のプレジャーボートに気付かず衝突 

⑰ 狭水道において当直者が船長に報告せず，船長が昇橋しないまま航行して衝突 

 

海上交通安全法が適用された事例 

⑱ 明石海峡航路内で操舵不能となったことに気付かないまま進行して転舵できずに衝突 

 

 

 



裁決事例 

- 117 - 

裁決事例発生地点図 
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Ｔ丸は，二等航海士が出港操船を行い，博多港内の錨泊禁止区域に差しかかり，航路筋の右側端

に寄らずに北行していたところ，南行する相手船を認めたが，そのうち自船を避けていくと思い続

航中，Ｋ丸は，船長が当直し，右側端に寄って南行していたところ，相手船を認めたが，同船が右

転していたので左舷を対して通過できると思い，その後動静監視をしないまま続航中，衝突した。

Ｔ丸：狭い水道等の航法不遵守，服務に関する指揮・監督の不適切，船舶運航管理の不適切 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｋ丸：動静監視不十分，信号不履行（警告信号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生日時，場所：平成 11 年 2月 13 日 00 時 48 分，福岡県博多港 

気象等：晴，北北西風，風力 4，下げ潮末期 

Ｔ丸：ＲＯＲＯ船 1,585 トン  11 人乗組み 98.52ｍ 車両 29 台積 福岡県博多港～長崎県芦辺港 

Ｋ丸：一本釣り漁船 19.40 トン 3 人乗組み 18.40ｍ 福岡県玄海漁港～同県博多漁港 

事件の概要 

博多漁港 

荒津大橋 

須崎ふ頭 

“思い込みの発生” 
00:47少し前 相手船の白，
紅灯を初認したが，そのう
ち自船を避けていくだろう
と思い，警告信号吹鳴のみ 

00:46 相手船の灯火と船

体を初認 右回頭してい

るので，左舷を対して通過

できると判断 

博多漁港からの出漁船の

有無を見ながら続航 

相手船に対する動静監視

を行わず 

“船長が出港操船せず” 
Ｔ丸は，運航数の増加により，
船長の休息時間が不足したた
め，運航者の指示により，航海
士が出港操船を行っていた 

“右側端に寄らず” 
右舷方岸壁には常時はしけ
等が係留され，浅所もあるた
め，航路筋の右側端に寄ら
ず，徐々に左側に寄る状態で
航行 

はしけ等が常時係留 

海難原因 

Ｔ丸は，運航数の増加による船長の休息不足を補うため，運航者の指示で，定期的に上席航海士

に出港操船を行わせていました。その結果，Ｔ丸は，二等航海士が出港操船に当たり，航路筋を航

行する際，反航船の存在を認めていたものの，航路筋の左側に寄る状態で航行し，衝突してしまい

ました。船員法において，「港を出入するときは，船長が船舶を指揮しなければならない」と規定

されています。港内では，必ず船長が操船の指揮に当たりましょう。 

Ｔ丸 

Ｋ丸 

港内の航路筋において，その右側端に寄らずに衝突① 

錨泊禁止区域 



裁決事例 

- 119 - 

Ｈ丸は，船長が操船に当たり，堺川水路の右側端に寄らずに中央部を東行していたところ，第三

船に気をとられ，前方の相手船に気付かないまま続航中，Ａ丸は，船長が操船し，堺川水路の右側

端に寄らずに中央部を西行していたところ，前方の相手船を認めたもののその後の動静監視が不十

分で，また，第三船や着桟桟橋の状況に気をとられて続航中，衝突した。 

Ｈ丸：見張り不十分，狭い水道等の航法不遵守，信号不履行（警告信号） 
Ａ丸：動静監視不十分，狭い水道等の航法不遵守，信号不履行（警告信号） 

 

港内の航路筋において，中央部を航行中に衝突

発生日時，場所：平成 12 年 6月 7 日 09 時 40 分，関門港小倉区堺川水路 
気象等：晴，東風，風力 1，上げ潮中央期 
Ｈ丸：セメント専用船 299 トン 4 人乗組み 51.51ｍ セメント 554 トン積 関門港小倉区堺川口～佐賀県
伊万里港 
Ａ丸：油タンカー198 トン 4 人乗組み 44.02ｍ Ａ重油 600 キロリットル積 関門港小倉区砂津泊地～堺
川水路南東岸 

北九州 LNG

Ａ丸着桟桟橋

堺川口船溜まり 

給油船の航行模様

09:33:30  右舷前方

の桟橋から給油船が

離桟したのを認める

“第三船に気をとられた” 
09:35 水路を斜航して前路を左
方に横切る給油船に気をとられ，
正船首方に行き会い態勢で存在す
る相手船に気付かず 

“一見しただけで判断”
09:35 正船首方に行き会い
態勢の相手船を初認したが，
一見しただけで同船の速力
が遅く，自船が先に左転して
着桟できると判断 
その後動静監視せず 

“第三船に気をとられた” 
機関中立，着桟態勢に入った
時，前路を右方に横切る給油
船に気をとられる 

“一方向のみを注視”
09:39 着桟桟橋に係留作業
員が待機しているか否かに
気をとられ，同桟橋を注視

“タイムプレッシャーの
存在” 

油槽所から着桟を急ぐよ
うに言われていた 

海難原因 

Ｈ丸，Ａ丸の両船は港内航路筋を航行中，行き会う態勢にありましたが，両船共に航路筋の中央

部を航行し，また，前路を斜航して横切る給油船に気をとられていました。その結果，Ｈ丸におい

ては，直前までＡ丸の存在に気付かずに衝突してしまいました。航路筋を航行する際は，右側端通

航を守ることはもちろん，一方向のみに集中することなく，常に周囲に気を配りましょう。また，

Ａ丸においてはタイムプレッシャーの存在も影響していますので，余裕のある運航に努めましょ

う。 

Ｈ丸 

Ａ丸 

② 

事件の概要 
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Ｋ丸は，一等航海士が当直中，左舷前方に散在する灯火はすべて漁船のもので，同航船はいない

と思い，さらに，右舷方の浅所に気をとられて左舷前方の相手船に気付かないまま続航中，また，

Ｍ丸は，追越し態勢で接近する相手船を認めたものの，追越し船が自船を避けてくれると思い，警

告信号や衝突を避けるための協力動作を行わないまま続航中，衝突した。 

Ｋ丸：見張り不十分，追越しの航法不遵守（避航動作）  
Ｍ丸：信号不履行，追越しの航法不遵守（協力動作） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追越し船が一方向のみに気をとられ相手貨物船に気付かず衝突 

発生日時，場所：平成 12 年 6月 7 日 20 時 06 分，豊後水道 

気象等：晴，南東風，風力 3，上げ潮初期，微弱な北西流 

Ｋ丸：鋼材専用船 424 トン 3 人乗組み 70.73ｍ 鋼材 1,138 トン積 大分県大分港～宮崎県宮崎港 

Ｍ丸：セメント専用船 696.51 トン 6 人乗組み 65.35ｍ 山口県宇部港～宮崎県油津港 

海難原因 

追い越す側のＫ丸は，早い段階で左舷方に同航船はいないと思い込んでしまい，その後は浅所が

ある右舷方にばかり注意を向けてしまいました。危険はどこに潜んでいるか分からないことを認識

し，全方向に対する見張りを心がけましょう。 

追い越される側のＭ丸は，いずれ追越し船が避けていくだろうと思っているうちに衝突してしま

いました。保持船の立場であっても油断は禁物で，相手船の動静に疑問を感じたら，警告信号を行

い，衝突を避けるための協力動作が遅れることのないよう早目の行動を心がけましょう。 

沖無垢島 

地無垢島

鱶瀬

高甲岩灯台

保戸島

北ノ瀬

“思い込みの発生” 
19:32:30 左舷前方に灯
火が見えるが，すべて漁船
の灯火であり，同方向に同
航船はいないだろう・・・

“一方向のみを注視” 
19:55:00 右舷前方の
高甲岩灯台沖合の浅所
が気になり，同灯台の航
過状況に気をとられた 

19:40 右舷方やや後

方に相手船の灯火を

初認 

“相手船が避けるだろう”
19:55:00 追越し船が近
づいているが，当然自船を
避けていくだろう 

Ｍ丸Ｋ丸

③ 

事件の概要 
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 Ｔ丸は，無資格の甲板員が当直中，Ｋ丸とほとんど真向かいに行き会い，衝突するおそれがある態

勢で接近していたが，船首方の見張りが不十分でＫ丸の灯火に気付かず進行中，また，Ｋ丸は，一等

航海士が当直中，左舷船首約 3 度にＴ丸の緑灯だけを認め，一瞥して横切りの避航船と思い，動静監

視を行わず進行中，Ｔ丸とＫ丸の被引土運船とが衝突した。 

 

Ｔ丸：見張り不十分（第三船に気をとられた），航法不遵守（右転しなかった） 

   服務に関する指揮･監督の不適切（見張りを厳重に行うよう，また接近する他船がいたら報

告するよう指示しなかった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｋ丸：動静監視不十分（一瞥したのみで相手船の態勢を見誤った） 

航法不遵守（右転しなかった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無資格者が夜間，第三船に気をとられ行会いの態勢で衝突

発生日時，場所：平成 13 年 2月 11 日 02 時 50 分，和歌山県潮岬西方沖合 

気象等：晴，北北東風，風力 2，上げ潮初期，視界は良好 

Ｔ丸：石材専用船 749 トン 6 人乗組み 82.00ｍ 石材約 2,100 トン積 兵庫県男鹿島～三重県津港 

Ｋ丸：引船 93.39 トン 4 人乗組み 約 290ｍの引船列 愛知県常滑市～広島県竹原港 

潮岬灯台 

和歌山県 

×・
・

・

・ 

衝突のわずか前 

Ｋ丸の被引台船を至

近に見たが何もでき

ず 

“注意力の偏向” 
02:43 左方から接近す
る漁船 2 隻に気をつけよ
う！ 
船首方の見張りが不十分

事件の概要 

02:43 Ｔ丸の灯火を初認 

白，白，緑の 3 灯を認め，

紅灯を認めないまま一見

して横切りの避航船と思

い危険を感じず 

海難原因 

無資格の甲板員が夜間の単独当直中，左方から接近する漁船 2 隻に気をとられて船首方

の見張りが不十分となっています。甲板員は，潮岬付近の針路を左に転じる地点に差しか

かったとき，左方の漁船が気にかかり，漁船の方ばかりを見ていて，ほとんど真向かいか

ら接近するＫ丸に気付きませんでした。一方に注意を向けると他方の注意が希薄となるこ

とはよく経験することです。海上の状況は常に変化していますので，一方のみを長時間見

張ることなく，時折周囲の状況を確認しましょう。 

02:48 Ｔ丸との距離が

0.5 海里となったので不

安に感じて汽笛を連吹 

・

衝突の少し前 

Ｔ丸が至近にせまったの

で右舵をとって回頭 
 

④ 

Ｔ丸 

Ｋ丸 
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Ｙ丸：信号不履行（警告信号），航法不遵守（衝突を避けるための協力動作をとらなかった。）

 

 

 

 

Ｍ丸：見張り不十分，航法不遵守（前路を左方に横切るＹ丸の進路を避けなかった。） 

Ｙ丸は，一等航海士が当直中，左舷方から接近するＭ丸の灯火を認めたが，探照灯を照射しただ

けで続航し，その後，機関を半速力，続いて右舵一杯，機関中立としたが，Ｍ丸と衝突した。 

Ｍ丸は，二等航海士と操舵手が当直中，左舷船首方の反航船を避けるため右転したが，右舷方のＹ

丸に気付かず続航して衝突した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探照灯を照射しただけで相手船の避航を期待して衝突

発生日時，場所：平成 9年 12 月 26 日 00 時 17 分，和歌山県日ノ御埼西方沖合 

気象等：晴，北北西風，風力 1，上げ潮中央期 

Ｙ丸：鋼材専用船 499 トン 5 人乗組み 78.15ｍ 鋼菅 996 トン積 千葉港～広島港 

Ｍ丸：コンテナ専用船 5,354 トン 20 人乗組み 119.43ｍ コンテナ 117 個積 名古屋港～神戸港 

海難原因 

探照灯の照射だけでは，相手船の船橋当直者が見ていないこともあります。汽笛による警告信

号を吹鳴しましょう。 

また，間近に接近する場合は，早目に衝突を避けるための協力動作をとりましょう。 

事件の概要 

紀伊日ノ御埼灯台

和歌山県
×

・ 

・ 

・ 

・

操舵室が無人状態 

操舵手は船長室へ，二等

航海士は海図室で作業 
00:14：30 探照灯で 5 秒の

照射を 2 回繰り返す 

00:12 反航船をかわし

終え，針路を 000 度に定

針 

00:16衝突の危険を感じ，機関を半速，

船長が昇橋し，右舵一杯，機関中立

・ 

衝突の 30 妙前 

探照灯照射 

両船の距離 

750ｍ 

“思い込み”の発生
探照灯を照射したので気
が付いているはずだ，その
うちに避けるだろう！ 

⑤ 

Ｙ丸

Ｍ丸 
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 Ｍ丸は，次席一等航海士が当直中，右舷船首方に漁船 3 隻が前路を左方に横切る態勢で接近する

のを認めて動静監視を行っていたところ，3 隻中 2 隻が自船の船尾方へ向け左転したので，残り 1

隻も左転するだろうと思い，相手船を見守るだけで続航中，また，Ｈ丸は，船長が見張り不十分で

Ｍ丸に気付かないまま進行して衝突した。 

Ｍ丸：航法不遵守（前路を左方に横切るＨ丸の進路を避けなかった。） 

 

 

 

 

 

Ｈ丸：見張り不十分，航法不遵守（協力動作） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避航船が相手漁船の避航を期待して見守るまま衝突

発生日時，場所：平成 11 年 5月 1 日 14 時 05 分，和歌山県田辺港西方沖合 

気象等：曇，南東風，風力 2，上げ潮初期 

Ｍ丸：鋼材専用船 497 トン 5 人乗組み 75.83ｍ 鋼材 1,241 トン積 福山港～京浜港 

Ｈ丸：一本釣り漁船 6.1 トン 2 人乗組み 15.4ｍ 紀伊水道南方の漁場～和歌山県印南漁港 

番所鼻灯台 

田辺港 

印南漁港

和歌山県 

×
・

・ 

・
・ 

13:55 レーダーで

7,8隻の漁船を認知

“思い込み”の発生
14:01:30 前路を左方
に横切る 3 隻の漁船中，
2隻が自船の船尾方に向
けたので 3 隻目も左転
するだろう！ 

事件の概要 

 

Ｈ丸

13:55 左舷側のガラスが汚れて

いて見えにくく，船首方のみを

見ていた 

14:01:30 Ｍ丸を見落とし

たまま漁網の補修作業開始

船長は，息子の甲板員に見

張りを命じたが，同甲板員

は清掃作業を終えてからと

考え，すぐには当たらず 

海難原因 

“思い込み”は誤りに気付くのが大変です。右前方に漁船群があり，右転して避けるために

は大幅な迂回が必要な状況で，過去の経験から“保持船の立場の漁船が避けてくれるだろう”

と思い込んだ結果です。本件では更に，相手船である漁船が見張り行為を行っていない状態で

した。相手船の行動を自分に都合よく決め込まないよう注意しましょう。 

⑥ 

Ｍ丸 

Ｈ丸 
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Ｓ丸は，船長が単独当直中，右方から接近する仲間の船に気をとられ，右舷前方のＫ丸に気付かず

に続航し，至近に迫ったＫ丸を認め，右舵一杯として汽笛を吹鳴し，機関を全速力後進としたが，Ｋ

丸と衝突した。 

Ｋ丸は，船長が単独当直中，左舷方の見張りが不十分のまま続航して衝突した。 

 

 

Ｓ丸：見張り不十分，航法不遵守（前路を左方に横切るＫ丸の進路を避けなかった。） 

 

 

 

 

Ｋ丸：見張り不十分，信号不履行（警告信号），航法不遵守（協力動作） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間の船（第三船）に気をとられ，見張り不十分で衝突

発生日時，場所：平成 14 年 1月 18 日 10 時 40 分，大阪港 

気象等：晴，風ほとんどなし，下げ潮初期 

Ｓ丸：砂利運搬船 499 トン 4 人乗組み 63.34ｍ 山砂 200 立方メートル積 大阪港大阪第 3区～同第 4区

Ｋ丸：引船 18.45 トン 1 人乗組み 14.05ｍ 空船 大阪港大阪第 2 区～尼崎西宮芦屋港 

大阪北港口防波堤灯台 

大阪港大阪第 2区 

×

・

・

10:38:30 転針 

依然としてＳ丸に気

付かずに続航 

一方向への注意力集中
他の方向に対する見張り
が不十分となる 

10:40少し前 

至近にＫ丸を認め，右舵一杯，

汽笛吹鳴，全速力後進 

海難原因 

仕事仲間の船の動向に気をとられ，他の方向に対する見張りがおろそかになっています。 

近くのものだけに注意を払うことなく，全方位にわたって見張りをしましょう。 

事件の概要 

10:36:30 右舷方の錨泊船

と前方のみに気を取られ

たまま航行 

・

中央突堤

天保山岸壁桜 

島 

埠 

頭 

桜

島

埠

頭

安治川

安治川航路

・

・

・ 
・

10:38:30仲間の船が左転し

て船尾方をかわるようにな

ってからも見ていた 
10:36:30右方から接近する

仕事仲間の船（第三船）が

気になり，目で追い始める

⑦ 

Ｓ丸 

Ｋ丸
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Ｋ丸は，単独で船橋当直中の甲板長（海技免許なし，甲種甲板部航海当直部員）が自船後方から追

い越す態勢の同航船に気をとられ，周囲の見張りが不十分でＢ号の灯火に気付かず，またレーダー監

視が不十分で，同船のレーダー映像にも接近状況にも気付かず，全速力で進行中，また，Ｂ号は，船

橋当直中の一等航海士が左舷船首にＫ丸の灯火を視認しその動静を監視していたが，Ｋ丸はまもなく

右転して自船の進路を避けるものと思い，警告信号を行わず，更に接近した際，右転，減速を開始し，

操船信号を行いながら右回頭中に衝突した。 

 

 

Ｋ丸：見張り不十分 

航法不遵守（前路を左方に横切るＢ号の進路を避けなかった） 

服務に関する指揮･監督の不適切（船長が当直者に対し，自船に向かって接近する他船があ

れば報告できるよう，レーダーを適切に用いるなどして周囲の見張りを十分に行うことに

ついて指示しなかった。当直者が周囲の見張りを十分に行わなかった。） 

 

 

 

 

Ｂ号：信号不履行（警告信号を行わなかった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲板長が当直中の避航船が，第三船に気をとられ直前まで相手船に気付かず衝突

発生日時，場所：平成 10 年 10 月 7 日 18 時 03 分 浦賀水道 

気象等：曇，北北西風，風力 1 

Ｋ丸：一般貨物船 499 トン 5 人乗組み 75.5ｍ スラグ 1,550 トン積 千葉県木更津港～岩手県釜石港 

Ｂ号：リベリア船籍コンテナ船 7,073 トン 中国人 24 人乗組み 123.4ｍ コンテナ 2,796 トン積 中国上

海港～京浜港横浜区 

浦賀水道航路

・

海難原因 

船長は無資格の当直者を船橋当直に就ける際，要報告事項について具体的な指示を行い，

状況に応じ自ら操船できる体制を整える必要があります｡当直者は見張りの重要性を再認

識し，レーダーを適切に活用するなどして周囲の見張りを行いましょう｡ 

・・

・

18:03少し前 汽笛を聞き，右舷船首

間近にＢ号の黒い船体と紅灯を初め

て認める 

・ 

Ｋ丸18:01 左舷船首 12 度 1,130m

にＫ丸を認める 追越し船は

右転したが，Ｋ丸は避航の気

配なし ⇒ 

協力動作：右舵20度，半速力，

短音1回 

船長の甲板長の技量に対する評価 

･本船建造時から乗船のベテラン 

･甲板部航海当直部員の認定あり 

･沖合の航行での単独当直は可能 

一方，甲板長は･･･ 

･今まで夜間でも霧中でも船長を呼ん

だことはない 

･レーダーの操作はマスターしている

が操船信号について「知らない」 

 

⇒船長が無資格の甲板長の技量を把

握していない 

17:45 船長，無資格の甲板長と当直

交代 船長から左舷後方の追越し船

の存在を引継ぎ 見張りや報告事項

については具体的に指示せず降橋 

(18:01 第三船の追

越し状態) 

17:58:30 追越し船を気にしていてＢ

号に気付かず 

・
・

18:00 定時の船位測定を行う レー

ダーでカーソルを当てて測位したが

Ｂ号に気付かず 

18:01 追越し船が前路を右方に横切

る 急いで左舵10度をとり，追越し

船の船尾を付け回して針路を戻す 

・

17:58:30 左舷船首17度1.5海里に

Ｋ丸を認める 「第三船が右転したの

で，Ｋ丸と追越し船も避けるだろう」

と思い，警告信号せず 

17:50 左舷船首 19 度 4.7 海里にＫ

丸，追越し船，第三船の灯火を目視

動静監視を続ける 

事件の概要 

(追越し船)

⑧ 

Ｂ号 
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Ｓ丸は，単独で船橋当直中の一等航海士が右舷後方に同航船を 1 隻認めただけで周囲に他船も少な

かったので，いすに腰掛けたところ居眠りに陥り，Ｏ丸に気付かないで進行中，また，Ｏ丸は，船長

が左舷船首にＳ丸他 2 隻の横切り関係にある船舶をレーダーで認め，その動静を監視していたが，更

に接近するので信号灯の点滅，長音 1 回を吹鳴したが，その後警告信号を行わず，協力動作をとるこ

となく進行中に衝突した。 

 

Ｓ丸：居眠り運航防止措置不十分 

航法不遵守（前路を左方に横切るＯ丸の進路を避けなかった） 

 

 

 

 

Ｏ丸：信号不履行（警告信号を行わなかった） 

航法不遵守（衝突を避けるための協力動作をとらなかった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生日時，場所：平成 12 年 11 月 14 日 02 時 51 分 千葉県洲崎南南西方沖合 

気象等：曇 北風，風力 5 南南東流 0.9 ノット  

Ｓ丸：その他専用船 498 トン 5 人乗組み 77ｍ とうもろこし 1,160 トン積 衣浦港～鹿島港 

Ｏ丸：外航鉱石運搬船 116,427 トン 22 人乗組み 315ｍ 鉄鉱石 230,097 トン積 オーストラリア ポー

トウォルコット港～京浜港川崎区 

・

海難原因 

当直中に眠気を催した際には，いつもの居眠り防止策をできるだけ早目に繰り返し行うこ

とが必要です｡眠気が払しょくできないときは，他の乗組員と当直を交替することも考えま

しょう｡ 

・

・

・

・

Ｏ丸

Ｓ丸 

事件の概要 

【一航士の自覚】 

･発航前の荷役は肉体的疲労なし 

･飲酒，薬の服用なし 

･睡眠不足ではない 

･眠気を感じたとき，あくびは出てい

ない 

⇔ 目がトロンとした感じになった 

⇒ 眠気を催している 

 

【平素の予防策】 

･機関当直者に昇橋を依頼し雑談 

･コーヒーを飲む 

今回は「眠くて我慢できない状態では

ない」と判断し，居眠りの防止策をと

らず 

02:50 わずか過ぎ ふと目覚めてＯ

丸の左舷灯を初めて認め，あわてて

船尾をかわそうとして，右舵一杯を

とり右転中 

02:25 左舷船首方7海里にレーダー

でＳ丸を含む 3 隻の横切り船映像を

探知 左舷側を横切るＳ丸のＣＰＡ

が0，もう1隻が船首0.2海里で注意

が必要と判断 

02:30 左舷船首46 度 5.1 海里に双

眼鏡でＳ丸を目視 方位変化が明確

でないため，衝突のおそれありと判

断 Ｓ丸と左舷第三船の動静監視を

しながら針路，速力を保持 

02:41 少し過ぎ 左舷船首 45 度 2.5

海里にＳ丸を認める Ｓ丸と左舷第

三船に昼間信号灯を点滅 

左舷第三船は右転して避航 

02:47 左舷船首43 度 1.1 海里にＳ

丸を認める 02:44 の長音 1 回の汽

笛を2回吹鳴に続いて，長音1回吹

鳴 Ｓ丸が避航動作をとっていない

ことが明らかになったが，わずかに

方位が右方にかわるので船首至近を

航過すると思い，自船の操縦性能を

考慮し，針路，速力を維持 

02:49 少し過ぎ 左舷船首 41 度 0.5

海里にＳ丸が接近 航過距離を大き

くするつもりで左舵をとる 

23:45 船長と一航士が当直交代，単

独当直，立って操船 いつも船長から

「眠くなったら外気に当たるか，顔を

洗うなどして，それでも眠たければ報

告せよ」と指示あり 

02:15 レーダーで右舷後方2海里に

同航船1隻のみを確認 

いつもは東京湾に向かう大型船が多

い海域だが船が少なかったので気が

緩み，いすに座り，眠気を感じ，いつ

しか居眠りに陥る 

・

Ｓ丸一等航海士「いつもに比べて船が少ないなぁ」

当直者が眠気を催した際，居眠り防止措置を講じず居眠りに陥って衝突 ⑨ 
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Ｄ丸は，船長が単独当直中，前部甲板上で乗組員が行っているワイヤロープ取替え作業を見ていて，

右舷船首方のＳ丸に気付かずに航行し，至近に迫ったＳ丸を認め，右舵一杯としたが，Ｓ丸と衝突し

た。 

Ｓ丸は，トロールによる漁ろう中，船長はＤ丸を認めたものの無難に通過するものと思い，魚の選

別作業を始め，動静監視不十分のまま続航し，直前に波切り音に気付いたが衝突した。 

 

 

Ｄ丸：見張り不十分，航法不遵守（漁ろうに従事している船舶を避けなかった） 

 

 

 

Ｓ丸：動静監視不十分，信号不履行，航法不遵守（衝突を避けるための協力動作をとらなかった｡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲板上の作業に気をとられ，漁ろうに従事中の漁船に衝突

発生日時，場所：平成 11 年 10 月 6 日 14 時 40 分，瀬戸内海 備讃瀬戸東部 

気象等：晴，北北西風，風力 2，下げ潮末期，弱い西流 

Ｄ丸：砂利運搬船 491 トン 5 人乗組み 60.02ｍ 海砂 1,500 トン積 岡山県宇野港～和歌山県由良港 

Ｓ丸：漁船 4.6 トン 1 人乗組み 11.10ｍ 操業中 

稲毛島灯台

×

・
14:30 Ｄ丸初認， 

無難に通過すると思い，

魚の選別作業を続ける

14:40少し前 

船首にいた機関長の「前方に

漁船がいる」の声で，右舵一

杯とする 

14:23 

甲板上の作業が気になり，見

張り行為が十分に行われず 

海難原因 

甲板上の作業に気をとられ，見張りが十分に行われていません。 

作業の監視は他の乗組員に任せ，船橋当直者は見張りに専念しましょう。 

事件の概要 

14:15 トロールに

よる漁ろう開始 

・

小 豆 島

備 讃 瀬 戸 

作業中の乗組員がけがを
しないか気になり，作業を
見ながらマイクで指示を
与える 

・ 

・

備讃瀬戸東航路 

⑩ 

Ｄ丸 

Ｓ丸 
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Ｓ丸は，船長が二等航海士を補佐につけて当直を行い，レーダーで左舷前方に探知したＹ丸のアル

パ情報を有効に活用せず，動静監視不十分のままＹ丸の進路模様を憶断し，安全な速力とせず半速力

で進行中，また，Ｙ丸は，既に視界制限状態であったものの，船長が無資格の甲板長に単独当直を引

き継ぎ，霧中信号が行われないまま，レーダーで正船首方にＳ丸を探知し，安全な速力とせず全速力

で進行中に衝突した。 

 

Ｓ丸，Ｙ丸：航法不遵守（視界制限状態における運航が適切でなかった） 

Ｓ丸：服務に関する指揮・監督の不適切（船長がレーダー監視中の二等航海士に適切な補佐をす

るよう指示しなかった。二等航海士が船長に対して十分な補佐を行わなかった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視界制限時，両船ともに運航が適切に行われず衝突

発生日時，場所：平成 13 年 4月 11 日 14 時 44 分 宮城県歌津埼東方沖合 

気象等：霧 視程約 300ｍ 

Ｓ丸：ＲＯＲＯ船 4,405 トン 13 人乗組み 142ｍ 車両等 864 トン積 塩釜港仙台区～苫小牧港 

Ｙ丸：一般貨物船 499 トン 5 人乗組み 76ｍ 荷役用パレット等 150 トン積 苫小牧港～坂出港 

・

海難原因 

両船ともに船長と当直者間の良好なコミュニケーションを確保する必要があります｡Ｓ丸は船長

と二航士が当直を行いながらも，それぞれが見ていたレーダー映像の情報を共有せず正しい判断

を導くことができませんでしたし，Ｙ丸は船長が甲板長に対して自らへの要報告事項を指示して

いましたが，甲板長は船長への“遠慮”から報告しませんでした｡ 

・

・

14:20 2 台のレーダーで監視中，Ｓ

丸の映像を正船首10海里に初めて探

知 

14:40少し過ぎ 左舷前方1.5海里に

Ｓ丸の映像を探知 左舷を対して安

全に航過できると判断し，左舵10度

をとり針路を戻す 直前に右舵一杯

・

Ｙ丸

Ｓ丸

視程 300ｍ

14:15 正船首少し左 12 海里Ｙ丸と

その左方に 2 隻の反航船をレーダー

で初認「Ｙ丸の方位が明確に変わらな

い･･･」 

12:00 船長，無資格の甲板長と当直

交替して降橋 全速力前進 視程

0.5海里 霧中信号なし 

・

14:25 船長自ら昇橋 レーダー2 台

を使用し，船長，アルパなしレーダー

でＹ丸をプロット 二航士，アルパ情

報をレーダーで監視 ｢Ｙ丸の進路は

沖合に向けている｣と判断 

船長の甲板長に対する技量評価 

･3 年ほど一緒に乗船しているが，レーダーの取扱い

は十分できる 

･霧中航法の指導を行っている「大角度の変針」「早め

の避航動作」 

･この海域の航海に慣れているから単独当直を任せて

も大丈夫 

一方，甲板長は･･･ 

･視界が悪くなっても自分で操船できる⇒自信あり

⇒船長が甲板長の技量を過大評価 

船長は｢視界が悪くなったり，漁船が多いときは連絡

するよう｣指示 

⇔ 甲板長｢船長は当直に立つので起こしにくい･･･｣

⇒船長と甲板長のコミュニケーション不足 

14:39 左舷船首9度2.0海里にＹ丸

のレーダー映像を探知 「右舷を対し

て無難に航過できる」と判断するも，

二航士からＹ丸の進路やＣＰＡの情

報を入手せず 

二航士は，船長自らレーダーをみてい

ることから，情報を報告せず 

⇒ＢＲＭが有効に活用されていない 

10度左転 直前に左舵一杯 

・

14:00 半速力前進 視程 300ｍ 霧

中信号自動吹鳴 二航士の単独当直 

宮城県歌津埼沖

・

14:30 レーダレンジを切り換え，Ｓ

丸の方位が変わらないため，右舵 10

度をとる Ｓ丸の右転を期待 

事件の概要 

14:30 船長，Ｙ丸をプロットしてい

たものの，レンジの切り換えを行うう

ちＹ丸の進路が分からなくなる 

二航士からアルパ情報を入手せず 

10度左転 

⑪ 
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Ｓ丸は，単独で船橋当直中の次席一等航海士が霧のため視界が悪くなった際，自動で霧中信号を行

い，機関を半速力とし，レーダーで右舷船首にＨ丸を探知したので，2 度にわたって右転をしたから同

船とは左舷を対して通過できると思い進行中，また，Ｈ丸は単独で船橋当直中の甲板員が霧のため視

界が悪くなった際，船長に報告し船長が操船指揮に当たり，甲板員を手動操舵に機関長を見張りに当

たらせ，自動で霧中信号を行い，機関を微速力とし，レーダーで正船首にＳ丸を探知したが，適切な

レーダーレンジの切り換えを行わず，同船の映像に対する系統的な観察をしないまま，同船とは右舷

を対して通過できるものと思い進行中に衝突した。 

 

Ｓ丸，Ｈ丸：航法不遵守（視界制限状態における運航が適切でなかった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視界制限時，初認時の映像判断からの“思い込み”のまま衝突

発生日時，場所：平成 9年 5月 7日 02 時 40 分 静岡県下田港南東方沖合 

気象等：霧 視程 50ｍ 

Ｓ丸：油タンカー  498 トン  6 人乗組み  65ｍ Ｃ重油 1,000 トン積 千葉港～静岡県田子の浦港 

Ｈ丸：鋼材専用船 199 トン 3 人乗組み 57.2ｍ 空船 名古屋港～京浜港川崎区 

爪木埼灯台

静岡県

伊豆半島

・

02:00 視程0.5海里 霧中信号吹鳴

全速力前進 → 半速力前進へ減速

Ｈ丸の霧中信号聴取せず 

事件の概要 

海難原因 

相手船のレーダー映像をプロッティングするなど系統的な観察を行い，新しい情報に基づいて

相手船の変化を把握し，“思い込み”により動静監視を怠らないようにする必要があります｡ 

視界制限時，著しく接近することが避けられない場合は，針路を保つことができる最小限度の

速力に減じ，必要に応じて停止しましょう。右転は大きく。ためらわずに停止！ 

・・

・

門脇埼灯台

神子元島灯台

02:28 少し前 右舷船首にＨ丸をレ

ーダーで初認 10度右転 

02:34少し前 10度右転 

「2度目の右転だから，Ｈ丸と左舷を

対して通過できるだろう･･･」 

「舵効きが悪くなるから，機関停止は

しないでいいか･･･」 

“思い込み”の発生 
初認時，レーダープロッティング
等をしないまま“反航船”と判断
「神子元島からの北上船は，ワン
コースで北上するから，右に避け
れば大丈夫だろう･･･」 ・

Ｓ丸 

Ｈ丸

視程 50ｍ

02:34 少し前 依然 12 海里レンジの

ままＳ丸の映像を系統的に観察せず｡ 

「Ｓ丸と右舷を対して通過できるだ

ろう」と思い込んでいた 

02:23:30 ほぼ正船首にＳ丸をレー

ダーで初認 12 海里レンジのまま近

距離レンジに切り換えず 

01:50 視程0.5海里 霧中信号吹鳴 

全速力前進 → 微速力前進へ減速 

Ｓ丸の霧中信号が聞こえず 

“思い込み”の発生 
初認時，映像が右舷船首方にあっ
たので，“危険な船ではない”と
判断 
「そのままの針路で大丈夫だろ
う･･･」 

⑫ 
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Ｓ丸は船長が当直交替時，無資格の甲板長へ具体的な報告事項の指示をせず，単独当直中の甲板長

が視界制限時に船長へ報告しなかった。Ｓ丸は，霧中信号を行わず，レーダーで左舷船首にＰ号を探

知し，更にＰ号が接近するので 2 度右転したが全速力で進行中，また，Ｐ号は当直中の二等航海士が

霧中信号を行わないまま，レーダーで右舷船首にＳ丸を探知したが，同船の後方に接近する第三船に

気をとられ，Ｓ丸の動静監視が不十分のまま全速力で進行中に衝突した。 

 

Ｓ丸，Ｐ号：航法不遵守（視界制限状態における運航が適切でなかった） 

Ｓ丸：服務に関する指揮・監督の不適切（船長が無資格の船橋当直者に視界制限状態となったと

きの具体的な報告事項を十分指示していなかった。船橋当直者が視界制限状態となったこと

を船長に報告しなかった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生日時，場所：平成 12 年 10 月 26 日 02 時 13 分 三重県大王埼南西方沖合 

気象等：霧 視程 700ｍ 

Ｓ丸：液化ガスタンカー 699 トン 6 人乗組み 67ｍ 塩化ビニールモノマー900 トン積 兵庫県東播磨港～茨城

県鹿島港 

Ｐ号：パナマ船籍冷凍貨物船 9,083 トン 20 人乗組み(日本人 2人フィリピン人 18 人) 144ｍ 果物 1,580 トン

積 名古屋港～韓国鎮海港 

熊野灘

・

海難原因 

船長は当直者とのコミュニケーションを図り，“報告が行いやすい”関係の構築に努める必要が

あります｡船長は初めて単独当直に就く甲板長に対して，「何かあれば報告するように。」と指示

しただけで，「視程○○○ｍで報告するように。」と具体的に指示していませんでした｡また，甲

板長は操船に対する過信から視界制限状態時の報告を船長に行いませんでした｡ 

・
・

・

大王埼灯台

02:12 Ｓ丸の紅灯をほぼ正船首 700

ｍに視認 

全速力前進のまま 左舵一杯 

・ 

Ｐ号

Ｓ丸 

視程 700ｍ

02:07 左舷船首7度3.1海里Ｐ号を

レーダーで初認 接近したら左舷対

左舷でなんとか通過できると判断し，

全速力のまま｡船長に報告せず 

00:40 船長，二航士と

当直交替 

 視程8～10海里 

02:12 さらに5 度右転 全速力前進

のまま 

・

事件の概要 

23:30 船長，無資格の甲

板長と当直交替 全速力

前進 視程6海里以上 

02:09 Ｓ丸の映像を同方位2.0海里

に認める 依然，第三船に気をとられ

る 

02:07 右舷船首3度3.1海里にＳ丸

をレーダーで初認 Ｓ丸に後続する

同航船に気をとられる 

02:11 同方位0.9 海里にＰ号を認め

る 手動に切り換え，5度右転 避け

ることで精一杯 減速する余裕なし

船長の甲板長の技量に対する評価 

･何度か乗り合わせ熊野灘や遠州灘など沖合の航行は

大丈夫 

･甲板部航海当直部員の認定あり 

一方，甲板長は･･･ 

･夜間航行，視界制限状態は不安 

･霧中信号の意味，自動吹鳴装置の取扱いを知らない 

だけど「接近する船があったらなんとかかわせるだろ

う」 

⇒船長が無資格の甲板長の技量を把握していない 

船長は｢視界が悪化したり，不安を感じたら電話するよ

うに｣伝えていたが，甲板長は過信から連絡せず 

⇒船長と甲板長のコミュニケーション不足 

02:00 視界が制限されたが，二航士

は船長に報告せず 全速力前進 自

動操舵，霧中信号なし 

Ｂ号 視界制限時，無資格の当直者が船長に報告せず運航が適切に行われず衝突 ⑬ 
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 Ｃ丸は，一等航海士が当直中，霧のため視界が狭められたので機関を減速して霧中信号を行った
ところ，自室で休息中の船長が気付き昇橋したが，船長は一等航海士に任せて大丈夫と思い，操船
指揮をとらないまま続航中，また，Ａ号は，船長が操船指揮をとり，三等航海士とともに当直中，
レーダーで探知したＣ丸と右舷を対して航過すると思い，全速力で進行中に衝突した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ丸：航法不遵守（視界制限状態における運航不適切） 

   服務に関する指揮･監督の不適切（船長が操船するべきであった） 

 

 

 

 

 

 

Ａ号：航法不遵守（視界制限状態における運航不適切） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生日時，場所：平成 13 年 7月 13 日 02 時 53 分，瀬戸内海安芸灘南部 

気象等：霧，南西風，風力 1，視程 100ｍ，0.7 ノットの北東流 

Ｃ丸：チップ専用船 199 トン 3 人乗組み 55.44ｍ チップ 450 トン積 油津港～三島川之江港 

Ａ号：パナマ籍貨物船 1,478 トン フィリピン人 8人乗組み 73.04ｍ 姫路港～釜山港 

来島梶取鼻灯台
斎島

愛媛県

× 

“コミュニケーション”の不
全，”責任の所在”が不明確 
02:39:30 レーダーで前方 4
海里にＡ号を初認 
推薦航路線に沿って走ってい
るので，相手船が右転して避
けるだろう！ 
在橋している船長と相談する
までもない！ 

02:43:30 レーダーで船首

少し右3海里にＣ丸を初認

右舷を対して通過できるだ

ろう！全速力で続航 

02:48:45 正船首 1 海里

に相手船を見るようにな

ったので長音1回，右舵，

極微速力に減速 

海難原因 

船長は，視界制限状態であることを知り昇橋しましたが，十分な船長経験がある同級生の一等

航海士に任せても大丈夫と思い，自身はウイングで見張りに当たりました。この場合，責任の

所在が不明確で，船長は相手船の接近模様を知ることができませんでした。船長が操船指揮を

とって一等航海士をレーダー監視に当たらせ，相手船の動静を逐一報告させるなど，責任を明

確にし，ブリッジ内でのチームワークを有効に活用することが重要です。 

波妻ノ鼻灯台

№3B’y

･

･

･

02:43:30 Ｃ丸との距離が

0.5 海里となり，不安を感じ

たがレーダーが調整不十分

で明瞭に映らなかった 

･

衝突直前 Ｃ丸を至近に認

め船長が右舵一杯を令した

が，当直航海士が慌てて左舵

船長に報告

するまでも

ない 

C/O に任せて

大丈夫 

事件の概要 

視界制限時，船長が在橋していたが操船指揮をとらずに衝突⑭ 

Ａ号 

Ｃ丸 
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Ｔ丸は，無資格の甲板員が当直中，左舷船首方に相手船の灯火を認め，錨泊船であることを知っ

たものの，無難に通過できると思い，その後動静監視を行わず，潮流の影響で左方に圧流されなが

ら続航中，また，Ｅ丸は，錨泊中であることを示す灯火を表示していたものの，船舶の往来する海

域において錨泊当直を立てず，乗組員全員が就寝して錨泊中に衝突した。 

Ｔ丸：動静監視不十分，船員の常務（錨泊船を避けなかった），服務に関する指揮監督の不適切 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｅ丸：見張り不十分，信号不履行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事件の概要 

若宮灯台 

0.6 ノットの北東流 長崎県

壱岐島

“無資格者に対する指示なし” 
02:00 船長から甲板員に当直
交替。甲板員は無資格だが船橋
当直の経験が豊富なので大丈夫
だろうと思い，船長は自身への
報告について具体的な指示をし
なかった 

“早すぎる判断”
02:25 相手船が錨泊中である
ことを知ったが，無難に通過で
きると思い，その後動静監視を
行わなかったため，潮流の影響
で圧流され，相手船に向かって
いることに気付かず 

02:15:00 正船首わずか左

方に相手船の灯火を初認

錨泊中 

停泊当直を立てず，

乗組員全員休息 

海難原因 

Ｔ丸の船長は，船橋当直を無資格の甲板員と交替する際，同人は船橋当直の経験が豊富であること

などから，他船の動静を十分監視し，接近した時は自身に報告するよう指示しませんでした。その

結果，甲板員が操船するＴ丸は，相手船を認めていたにもかかわらず，潮流の影響で圧流され，そ

の状況が船長に報告されないまま錨泊船と衝突してしまいました。船長は，無資格者に船橋当直を

行わせる際は，その技量を過信することなく，具体的で十分な指示をしておかなければなりません。

Ｅ丸 

Ｔ丸 

無資格の甲板員が船橋当直中，錨泊漁船に対する動静監視不十分で衝突 

発生日時，場所：平成 10 年 7月 9 日 02 時 30 分，長崎県壱岐島北東方沖合 

気象等：晴，南風，風力 2，低潮期，付近に 0.6 ノットの北東流 

Ｔ丸：一般貨物船 195 トン 3 人乗組み 50.41ｍ 雑貨 30 トン積 長崎県厳原港～博多港 

Ｅ丸：はえなわ漁船 19 トン 2 人乗組み 18.22ｍ 壱岐島西方沖合～同島魚釣埼北東方沖合 

⑮ 
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Ｎ丸は，船長が当直に当たり，転針時に前路に他船を認めなかったことから，その後操舵室前方

に生じた死角を補う見張りを十分に行わなかったので，前路で漂泊して釣りを始めた相手船に気付

かないまま続航中，Ｈ号は，漂泊して釣りを始めた時，自船に向かう相手船を認めたものの，漂泊

中の自船を避けていくと思い，釣りを続けていたところ，衝突した。 

Ｎ丸：見張り不十分，船員の常務（漂泊船を避けなかった） 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｈ号：信号不履行，船員の常務（衝突を避けるための措置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船首死角に入った漂泊中のプレジャーボートに気付かず衝突

発生日時，場所：平成 13 年 6月 21 日 10 時 35 分，北九州市門司区部埼沖合 

気象等：晴，ほぼ無風状態，下げ潮初期 

Ｎ丸：土・砂利・石材専用船 498 トン 5 人乗組み 65.02ｍ 空船 福岡県苅田港沖合～関門港若松区 

Ｈ号：船外機付モーターボート 1 人乗組み 7.35ｍ 関門港門司区～部埼沖合の釣場 

事件の概要 

“死角の存在”
船首甲板上の荷役装置に
より船首方の見通しに死
角が存在していた 

10:26:30 転針時，前方に

接近するおそれのある他船

を認めなかったので，操舵

室内のいすに腰掛けてコー

ヒーを飲んだり，雑談して

いた 

“気の緩み”
船長は航行海域の通航経
験豊富であり，当時海上
平穏で，荷揚げも予定通
り終え，安心していた 

早朝から釣りを行っていたが釣果は上がっていなかった 

付近海域のふくそう状況はよく知っており，それまでは用

心のため機関を中立運転として漂泊していた 

 

10:30衝突地点付近に至り釣りを始めたが，これまでと比べ

通航船舶が少なかったことから機関を停止 

左舷船尾方に，自船方に向かってくる相手船を初認 

 

10:32相手船が方位を変えず1,200ｍに接近するのを認めた

が，釣果が上がってきたこともあり，そのうち漂泊中の自

船を避けると思い，釣りを続けた 

 

10:34:30 相手船が200ｍに接近し，衝突の危険を感じ，操

縦席に駆け込んで機関を始動しようとしたがかからず，電

子ホーンを吹鳴 

海難原因 

Ｎ丸において，操舵室前方の死角を補うには，操舵室を左右に移動したり，レーダーを活用しな

ければなりませんでしたが，船長は転針時に前路に他船を認めなかったことから，その後は，操舵

室内のいすに腰をかけて，雑談したりコーヒーを飲み，死角を補う見張りを十分に行わず，漂泊船

に気付かないまま衝突してしまいました。これには，船長が付近海域の通航経験が豊富であること，

荷揚げを予定通り終えたこと等からくる気の緩みが関係していたようです。当直者は常に緊張感を

持った航行を心がけなければなりません。 

Ｈ号

Ｎ丸

10:30 

10:34:30 

10:32 

⑯ 
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 Ｎ丸は，一等航海士が当直中，狭水道である音戸瀬戸に差し掛かったが，船長に報告せずに，狭
い水道の右側端に寄って進行中，また，Ｆ丸は，船長が陸岸に係留する船舶や低潮により干出した
石垣などに気をとられ，見張り不十分でＮ丸に気付かないまま進行して衝突した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ丸：信号不履行（空気元弁が閉じていてエアホーンによる警告信号を行えなかった。） 

航法不遵守（減速するなど衝突を避ける措置をとらなかった。） 

服務に関する指揮・監督の不適切，報告・引継の不適切（船長は，当直者に対して音戸瀬戸の手前で報告

するよう指示せず，当直者は，船長に報告しなかった。） 

 

 

 

 

Ｆ丸：航法不遵守（狭い水道の右側端に寄らなかった。） 

見張り不十分（一見して水道内に他船はいないと思い，陸岸などを気にしていた。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清
盛
塚 

の
石
垣 

広島県呉市 

音戸灯台 

×

・

・

・

・

21:54:20 Ｆ丸が左転して接

近してくるのを認めたが，空

気元弁が閉じていて警告信

号を行えなかった 

南口灯浮標を 50ｍ離して

右転中，Ｆ丸の紅灯を認め

る 

Ｎ丸の船長と一等航海士は，親戚関係で，同級の海技免許を受有し，一等航海士が 8 歳年上で

した。船長は，視界制限状態でない限り音戸瀬戸の通航を当直者に任せていました。本来船長

が操船を指揮すべき狭い水道において，船長が昇橋しないまま衝突しています。 

音戸大橋

衝突直前 危険を感じて

機関中立としたが及ばず 

21:53:30 漁船が右端に寄

って航行しているので航

過できると判断 

21:49音戸瀬戸の手前に
差し掛かったが船長に
報告しなかった 

・

21:52:30 水道の右端に寄る針

路とした。この時，水道内に他

船がいなかった 

・

21:53:30 他船はいないと思い，

右舷側の陸岸を気にしていた

ためＮ丸に気付かず 

21:54:20 低潮により露出した

右舷側清盛塚の石垣を大きく

離すためＮ丸に気付かないま

ま左転 ・

C/Oに任せて

おけば安心

して眠れる

発生日時，場所：平成 13 年 12 月 22 日 21 時 55 分，音戸瀬戸 

気象等：晴，風ほとんどなし，視界良好，ほぼ低潮時，わずかな北流 

Ｎ丸：ｹﾐｶﾙﾀﾝｶｰ 198 トン 4 人乗組み 45.80ｍ 無水酢酸 300 トン積 兵庫県姫路港～広島県倉橋町 

Ｆ丸：はえなわ漁船 4.4 トン 1 人乗組み 11.11ｍ 広島県草津漁港～同県豊島漁港 

狭水道において当直者が船長に報告せず，船長が昇橋しないまま航行して衝突 ⑰ 

Ｆ丸

Ｎ丸 

海難原因 

事件の概要 
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 Ｓ丸は，機関長が単独当直中，明石海峡通航に備え手動操舵に切り替えるつもりが操舵スタンドの

電源を切断，操舵不能に陥っていることに気付かず，転針予定地点で右舵をとったところ右転しない

で直進し，また，Ｔ号は，二等航海士が当直し，明石海峡航路に沿って西行していたところ，Ｓ丸が

接近しているのを認めたものの，Ｓ丸が右転して避けると思い，警告信号を吹鳴して続航中，Ｓ丸の

船首がＴ号の左舷後部に衝突した。 

 

 
Ｓ丸：操舵装置の取扱不良（自動操舵の切替スイッチの確認が不十分で間違って電源スイッチを切断してし

まった｡） 

   動静監視不十分（接近する前に右転するつもりであった。） 

   服務に関する指揮･監督の不適切，報告･引継の不適切（船長は，社長で叔父の機関長に対し，明石海

峡の当直を自らが行う旨の指示を出せず，機関長も自身でできると思い船長に報告しなかった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ号：航法不遵守（衝突を避けるための協力動作をとらなかった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石海峡航路内で操舵不能となったことに気付かないまま進行して転舵できずに衝突

発生日時，場所：平成 12 年 11 月 26 日 03 時 00 分，明石海峡 

気象等：晴，北北西風，風力 2，約 4ノットの東南東流 

Ｓ丸：鋼材専用船 199 トン 3 人乗組み 58.53ｍ 鋼材 614 トン積 水島港～大阪港 

Ｔ号：中国籍鋼材専用船 1,528 トン 19 人乗組み 73.80ｍ 木更津港～中国江陰 

江埼灯台

明石海峡大橋 

明石海峡 

淡路島

×

・

・

・ 

“マン･マシン･インターフェ
イス”に問題発生 
航路通航にあたり，手動操舵に
切り替えることにしたが，ＧＰ
Ｓプロッターを見ながら手探
りで操作したため操舵装置の
電源ＯＦＦ！ 

02:45 少し前 明石海峡航路

に接近したが周囲に他船が

見当たらなかったので船長

に報告しなかった 

海難原因 

Ｓ丸の操舵装置は，自動手動切替スイッチと電源スイッチの形状が同一で，両スイッチが近

距離に並べて設置され，電源をOFFとした場合の警報装置が設置されていないものでした。こ

れは非常に誤りやすい形状・配列で，誤操作の背景となっています。 

また，機関長は，以前には同操作を行う際には懐中電灯で照らし，操作後に舵角指示器で作

動確認を行っていましたが，2,3 年の後には慣れによりこれらの確認を省略するようになって

いました。 

操作の誤りを起こしにくいスイッチの形状・配列が望まれます。

兵庫県

02:58 右舵をとったと

ころ操舵不能 

パニックを起こし電源を

確認することも減速する

こともできず 

・

02:55 Ｓ丸の灯火を認める 

・

02:58 警告信号を吹鳴して

10 度右転したがＳ丸がその

うち避けるものと思い，協力

動作をとらず 

手動操舵に

切り替えよ

う 

電源 切替 

事件の概要 

⑱ 

Ｔ号

Ｓ丸 
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